-暗闇の夜の街

今宵も暗殺の依頼を受けたガンドロイド・ルイスがターゲットの暗殺の為に動いていた。

しかし、今回はいつもと様子が違っていた。

「おかしいなあ、依頼通りなら確かこの辺りで待ってればターゲットが来るって話だったけど」

相棒の自立型人形が筆談でこう語る。

そう、現れるべきターゲットが一向に姿を表さないのだ

「…流石に変だね、もしかしたらハメられた…？」

嫌な予感がするルイス達。

そして、この人形の懸念は当たる事になる。

「見つけたぞ、ガンドロイド・ルイス」

ｼｭﾊﾞｯ

突如複数人の黒服かつ黒いサングラスをかけた男たちがルイス達の周りを取り囲んだ！

「…！お前たちは！」

人形が驚いた様子で問いかける。

「フハハハ、まんまと引っかかったな、間抜けめ！！」

「今まで殺された仲間の恨み、晴らしてやる！！」

男達は下衆な笑いを浮かべた。

「…あの依頼を送ったのはお前たちだな…？」

人形が凄い剣幕で問う。

「ふふふ…いくら警戒心の高いお前でも、いずれ気を緩めて素直に依頼を受ける時が来ると思っていたのだ」

「それが今だったという事だぁ！！さあ、覚悟してもらおう！！！！」

ﾊﾞｯ！

こうして男達が一斉にルイスに襲い掛かった！！

「くっ応戦するよ！ルイス！！」

ルイス達も応戦態勢に入る！

ｽﾞﾄﾞﾄﾞﾄﾞﾄﾞ!!

ルイスが男達目掛けて銃を乱射する！

「ぐっ」

超常的な銃の腕前を持つルイスの銃撃をかわしきれず、かすり傷を負う男達。

「よし！このまま…！」

いい調子のまま戦い進めるルイス、これこそが男達の策略である事も知らず。

「くそっ一旦後退！」

男達が後退する。

「逃がさないよ！！」

追うルイス達。

しかし…

ﾊﾞﾊﾞｯ！

突如男達の内の一人がルイスと人形の間に割って入った！

「よし、成功だ！！」

男が作戦の成功を確信する。

「しまっ…！」

焦る人形、そして。

ｶﾞｼｨ！

「うわあぁ！」

人形は男にがっしりと手掴みされてしまった。

「…！」

相棒の捕獲を目の当たりにしたルイス。

ﾁｬｷｯ!

そして手掴みした人形に拳銃を突きつけた！

「はははぁ！動くなルイスぅ！！この人形がどうなってもいいのかぁ！！」

そして男が脅しをかけた。

「うぅ…ごめんよぉ、ルイス…私がしくじったばかりに…」

人形も、手掴みされたままでは、もはやどうする事もできなかった。

「…」

戦いは決した、相棒を人質に取られたルイスに、もはや対抗の手段はなかった。

「ぐふふ…さあ、その物騒な銃を捨てて両手を上にあげろ」

勝利を確信した男が不気味な笑いを浮かべながらルイスに要求する。

「…」

ｺﾞﾄﾝｯ

ルイスは言われた通りに銃を地面に落とし、そして…

ｽｯ…

要求の通り、両手を上にあげた。

「よーし…おい、ルイスの両手を後ろに回して手枷を付けろ！」

男が言うと仲間である男達がルイスに寄ってかかった。

ｶﾞｼﾝｯ

ルイスは両手を後ろ手に回され、手枷を付けられたのだった…

「くそ…ルイスぅ、ルイスぅ…！」

声にならない哀哭をあげる人形。

「くふふ…ははははは！遂にガンドロイド・ルイスをを捕らえたぞ！！今夜は祝杯だあ！！」

盛り上がる男達。

「…」

ルイスには、もはやこの状況を黙って受け入れるしかなかった。

「よし、ルイスをアジトに連れていけ！あっもちろんその人形もな？」

指示役の男が指示をした。

こうしてルイス達は男達の奇襲に敗れ、囚われの身となり、男達のアジトに連行されるのだった…



◇



-同時刻から一夜明けた別の所の昼の街

「ぬうぅ…ここにも奴はおらんか…」

ある一人の男が徘徊していた。

「己…いつまでこのような惨めな旅をしなければならぬのだ…」

彼の名はダークソウルゼロ、漆黒で刃を纏った腰のマントとこれまた漆黒の軽鎧を装備している筋骨隆々の偉丈夫である。

また、白銀のオールバックの短髪であり、顔立ちは黒々としておりながらかなり整っている美男子であった。

彼は自身のある野望を達成する為、ある標的を探しているのだが、どこに行ってもその標的は見つからずじまいの日々が続いていた。

「このままでは野望を達成する事もなく老いさらばえてしまう…それだけは回避しなければ…」

言葉にならないような表情でこう言うゼロ。

「…ん？」

ゼロがふと街の様子の違和感に気づいた。

ざわ…ざわ…

街の人達が落ち着かない様子でざわざわしていた。

「…？何が起きている？調べてみる必要がありそうだ」

「よし、街の者共に聞き込みをするか」

男はその原因を確かめるべく、ざわざわする街の人達に聞き込みをかける事にしたようだ。

…

ゼロはある街の女性に声をかけた

「もし、そこのお嬢」

「？私の事でしょうか？」

女性が自分の事かと応える。

「そうだ、なにやら騒がしいが、何が起きたのか、良ければ教えて頂きたい。」

ゼロがこう問いかける。

（…やだ、変な恰好だけどよく見たら凄くかっこいい…）

女性が内心この感情を抱いていた。

「？お嬢？」

「あっいえ、すみません…」

正気に戻った女性が質問に答えた。

「実は…」

そこから女性が語ったのは、あのルイスが男達に連れ去られたという情報だった。

「何…？」

驚くゼロ。

「何でも急に黒づくめの男達に襲われて、男達の卑劣な作戦のせいで連れ去られたという話ですわ」

「その男達が何者なのかまでは分かりませんが…」

女性が話す。

「その情報はどこから入ってきた？」

ゼロが更に質問をする。

「たまたま通りすがりの人がその一部始終を目撃したって話ですわね」

女性が更に話す。

「ほほう、その者つてから情報が伝わり、こうして街がその情報で持ち切りという事か」

ゼロが興味深そうに相槌を打った。

「その通りですわ、この頃物騒ですから、あなたもどうかお気をつけて」

女性がゼロを気遣った。

「気遣い感謝する、では、私は急ぎの用事があるのでこの辺で失礼する」

ゼロはその場を後にする事にしたようだ。

「お気をつけて〜」

こうして女性と別れたゼロ。

「…あのルイスが捕まるとはな…どうやらその男共もただの素人ではないようだ」

ゼロはルイスの事を知っていた。

直接会った事がある訳ではないが、ルイスの仕事人ぶりは外聞からもゼロに伝わっていたのだ。

「…！」

ゼロはこの事から、ある事を思いつく。

「そうだな、その男共であれば、もしやすれば奴の情報を持っているやもしれぬ」

ゼロはどうやらその男達から情報を聞き出す事にしたようだ。

「…それに、ガンドロイド・ルイス、彼女を救出し、私の物と出来れば、これ以上の事はない…」

さらに、ルイスの救出、及び籠絡をもう一つの目的としたのであった。

「そうと決まれば行動を起こすしかあるまいな、まずはその男達が属する組織の把握から始めねばな」

こうして、ダークソウルゼロは男達から情報を聞き出す為、そしてガンドロイド・ルイスの救出の為に動き始めたのだった…



◇



「さて、どの辺りに向かったものか」

ゼロは手がかりを探す為の方法を模索していた

「ふむ、当てもなくほっつき歩いてもキリがないか、何か情報がなければな」

こうゼロが思案していると

「ん？あんた、こんな所歩き回ってどうしたんだい」

通りがかった一人の男性がゼロに声をかける

「ん、いやな、ルイスが男達に捕まったらしいが、どの辺りでその事件が発生したかに興味があってな…」

ゼロが答える。

「んー？そんなの知ってどうするつもりなんだ？」

男が更に疑問を投げかける。

「ふ、ちょっとな、事件についてよく調べて自身の旅に役立てようと思ってな」

「ふーむ、なるほどな」

ゼロは上手く言葉を選び、男性を納得させたようだ

「それなら一つ心当たりがあるぜ」

男性が言う。

「それは真か、是非教えて頂きたい。」

ゼロが食い入るように男性に情報を求めた。

「おっおう…実はな、あの方面で騒ぎがあったっぽいんだよな」

「もしかしたらあんたの言うルイスが捕まった場所も、あの辺りかもな」

男性は東の方角を指差した。

「なるほど、教えて頂き、感謝する。」

礼を言うゼロ。

「お役に立てたならなによりって事で」

男性は嬉しそうに言う。

「では、私はこれにて失礼する、情報提供、改めてありがとう。」

「どういたしまして、それじゃあな」

こうして男性と別れたゼロ。

「東の方角か、ルイスが依頼を受けた場所であれば、その付近を捜索すればもしやすればルイスの拠点が見つかるやもな」

「そして、そこを捜索すれば、何か情報が出てくるやもしれん」

こうしてゼロは東方面へ足を運ぶのだった。



-先ほどルイスがいた場所の周辺

「この辺りだな…この周辺をよく探してみるか」

ゼロは目的の周辺にたどり着いたようだ

周りを見渡すゼロ、その時、ゼロはある所を見つけた。

「ん…？一つ妙にボロけた小屋があるな…まさかあれがルイスの拠点か…？」

一つ不自然にボロけた小屋がそこにあった。

そう、まさしくその小屋こそがルイスが拠点としていた場所であった。

「恐らくあの小屋で間違いない…ルイスには悪いが、少し調べさせてもらおう」

こうしてゼロはルイスの小屋の周りを調べ始めた。

「ん？これは…投函箱か？」

ゼロが一つの投函箱を発見する。

「開けてみるか」

ゼロが投函箱を開ける、すると

「これは…一つだけ手紙のような物があるな…これは暗殺依頼か？」

一つ手紙のような物が中には入っていた。

「読んでみるか」

ゼロはそれを拾い、手紙を開いた、その内容には…

『ガンドロイド・ルイス、あなたに「グローバルマールム」の一員の暗殺をお願いしたい』

こう書かれていたのだった。

「「グローバルマールム」だと…？まさか、この組織が絡んでいるのか？」

ゼロはここから考察を始めた。

「…恐らくルイスはこの手紙を見て暗殺に向かったのだろうな」

「しかし、これこそが罠、男達におびき寄せられ、敢え無く…と言った所か」

「そして「グローバルマールム」この組織、多くの情報を集めているはずの私ですら知らぬ、依頼主が何故知っているのか」

「答えは簡単だ、その依頼主こそが「グローバルマールムの一員」である事に他ならぬ」

ゼロはこのように推理し、「グローバルマールム」の組織の仕業であると睨んだのだった。

「ならば話は早い、そのグローバルマールムのアジトを突き止めれば良い、恐らくはルイスもそこに囚われているはずだ。」

こう確信したゼロは、次なる行動を起こす事にした。

「「グローバルマールム」の一員の一人を捕らえ、情報を吐かせる」

「その為の作戦は…」

ゼロは、次の行動を起こした…



◇



-グローバルマールムのアジト

「ひゃっほほいひゃっほーい！今日は無礼講だあ！！」

男達が騒いでいた。

「ふひひ、あの女、ガンドロイド・ルイス、どうしますぅ？犯してやりますかぁ？？」

「いいねぇ、今までの恨みもたーーーっぷりあるんだぁ」

「違いねえや、壊れるまで犯し尽くしてやりましょうぜぇうぇひひひひひ…」

こうして男達がどす黒い戯言を発しながら騒ぎ尽くしていた…



◇



-グローバルマールムのアジトにある地下牢

ガンドロイド・ルイスはこの牢屋に閉じ込められていた。

牢の中は周りが殆どを石で出来ており、外側の上に一つ檻のある穴がひっそりとあるくらいである。

そして、一つの木で出来た腰掛けがあり、ルイスはそこに座っていた。

脱走防止の為、ルイスは厳重に縄で縛り上げられた上で後ろ手に手枷も付けられており、到底縄抜けできそうもなかった。

「…」

ルイスは静かに目を瞑ったまま俯いていた。

共にいたはずの人形は傍にはいない、恐らく別々で閉じ込められているのだろう。

「…」

ルイスは、もはやすべてを諦めているかのように、微動だにもしなかった。

もはや自身に助かる道がない事は、他ならぬルイス自身がよく知っていた。

暗殺稼業という職業柄、多くの者の恨みを買う事は想像に難くない。

そして今、その恨まれている男達に捕まったのだ。

自身が、このまま悲劇の最期を遂げるであろう事は、火を見るより明らかだった。

「…ふふっ」

…しかし、もはやルイスに後悔はなかった。

決して善良とは言い難い暗殺稼業と言う仕事を、誇りを持って貫き通したのだ。

己の信じた道をただ一点の曇りなく進んだ。

その人生の、軌跡の果てに迎える結末は、悲劇であった。

しかし、これこそが自身の天命であると彼女は悟っていた。

ルイスは、悲劇の最期を迎えるまでのほんの少しの時間を、どこか楽しむかのように過ごしていた…。



（上海 私 もうダメみたい）



（だけど ここまでの人生 色々あった）



（辛い事もたくさんあった）



（でも それ以上に楽しかった）



（ ここまで生きた事に 後悔なんてないわ ）



（ 今まで ありがとう 上海 ）



（ …せめて ）



（ せめて もう私のような人が 現れない事を ）



（ こころより　ねがいます ）







（ ぱぱ　まま　あたしも　いまから　そっちに　いくね　そしたらね　いっぱい　いっぱい　あそぼ！ ）







ﾂｰ…


ルイスの瞳から、一滴の涙が…こぼれ落ちて行った………。



◇



-再びグローバルマールムのアジトにある地下牢

「そういやさ、最近なんか妙な男がうろついてるらしい」

男の一人が唐突にこう切り出す。

「あー？誰だそいつは？」

もう一人の男が問い詰める。

「それは…」

こう男が言った…次の瞬間



「ふむ、それはもしや、私の事かね？」



あるもう一人の男がこう素っ頓狂に言った

「！？」

驚く男共

「なっなんだぁお前はぁ！？」

テンパった男達が叫ぶ！

「私か？私は、いずれ大望を成就する男、ダークソウルゼロぞ！！」

ﾄﾞﾔｧ

ゼロは得意げに名乗った。

「どっどうしてここが分かったんだぁ！？」

「確か、誰にも教えなかったはずだぞ！！」

男達はこう狼狽える。

「それか？それはな…」

ﾊﾞｻｯ

ﾄﾞｻｯ

ゼロが腰のマントから一人の男を出現させ、地面に放り投げた！

「…んええ！？、こいつ、俺たちの仲間じゃねぇかあ！！」

更に狼狽える男達。

「ああ、そうだ、たまたまお前たちの仲間らしき人間が通りがかったのでね、ボコボコにするついでにアジトの居場所を聞き出したのだ」

ゼロは更に得意げに言う。

「馬鹿な！？そんな都合よく通りかかるのか！？」

男達はパニックになりながら言う。

「ああ、通りかかるとも、何故なら…」



「お前たち『グローバルマールム』の行動パターンを調べたからな」



ﾆﾔﾘｯ

ゼロは不敵な笑みを浮かべ、こう言い放った。

「！？何で俺たちの組織名がバレて…はっまさか！！」

男達はここに至ってすべてを察した。

「お前たち『グローバルマールム』というよくわからない組織程表では普通の会社員等で動いてたりするものだからな」

「それらしき人物に目を付け、内に秘めるどす黒き魂を視る事でお前たちグローバルマールムであると言う事を見破った」

「まあ、あそこまであっさり見つけられるとは思わなかったがな！」

こうしてゼロはその男をボコボコにし、グローバルマールムのアジトを吐かせて、このアジトを突き止めたのだった。

「くっくそぅ！こうなりゃヤケだ、やっちまえー！！」

男達はヤケになってゼロに襲い掛かる。

「愚かな…貴様ら如きでは、この私に傷一つつける事叶わぬ」

こう言ってゼロは技を一つ放った。

「黒風乱舞！！」

ｽﾞﾊﾞﾊﾞﾊﾞﾊﾞﾊﾞﾊﾞ!!

物凄い漆黒の斬撃が男達を襲った！！

「ｳﾎﾞｧｰ」

男達は即座に撃沈した…

「さて、貴様らには聞きたい事が山ほどあるのだ、 答　え　て　も　ら　お　う　か　」

「ﾋｴｪｴｴｴ！！言います、言いますから殺さないでくれぇ！！！！」

こうして圧勝したゼロの気迫に負け、男達はすべてを白状したと言う…



◇



-同時刻のグローバルマールムのアジトにある地下牢

ﾄﾞﾄﾞﾄﾞﾄﾞﾄﾞﾄﾞﾝ!!

「！？」

突如地下牢の上から物凄い轟音が鳴り響いた事でルイスも我に帰り、はっと上を見上げた。

「？？？？」

一体何が起きているのか、ルイスにはまったく分からなかった。

そして…

ﾄﾞｺﾞｫｵｵﾝ

突如檻が壊され、ある男が入ってきたのである。

「ぬぅ、よもや奴の情報がまるでなかったとは、私の見込み違いであったか…」

残念そうに言う男。

「…？？？」

余計に訳が分からなくなるルイス。

「お前がガンドロイド・ルイスだな」

男がこう言った。

…ｺｸﾝｯ

ルイスはうなずく

「ふむ、どうやら口が利けないというのは本当らしいな」

「では、私からも名乗る事にしよう」

そして男が名乗った。

「私の名はダークソウルゼロ、ルイス、お前を助けに来た。」

「…！」

そう、彼こそが、あのダークソウルゼロだったのである。

そして、彼のマントから…

「ルイスぅぅぅ！！良かった…まだ無事だったんだね…」

ルイスの相棒である人形が飛び出してきた。どうやら先んじてゼロに救出されたようだ。

「…！？！？」

共に捕らえられていたはずの人形も共に来た事からますます訳が分からなくなるルイス。

「ふ、よく分からない顔をしているな、ならば私から軽く状況説明をしておこう」



そしてゼロはここまでのいきさつをすべてルイスに話したのだった。



「………」



ルイスには一つ、疑問があった。

何故、この男が自身を助けに来てくれたのか。

人形はこれを察知したのか、ゼロに筆談で問いかける。

「ねえ、ゼロ、何で私達を助けに来てくれたの？私達はおかげで助かったけど、理由が分からないからイマイチスッキリしないのよね」



「ふふふ…それはな」

ゼロがルイスの疑問に答えた。

「ガンドロイド・ルイス、私の女になれ、それが呑めるのなら、この牢から出してやろう」

衝撃の言葉を発するゼロ。

「…！？！？！？！？」

「えっ…」

「ええええええええええええ！？」

あまりに想定外の言葉に仰天するルイス達。

「ちょっちょっと、色々意味が分からないんだけど！？」

思わず速筆になって筆談する人形。

「お前ほど美しく、強き女が私の物になれば」

「私の野望はまた一歩成就に近づくのだ…」

構わず続けるゼロ。

「えーっと、要するに、あんたはルイスにあんたの愛人になれって言ってるの！？」

人形がさらに疑問を投げかける。

「ふ、そういう認識でも構わん」

ゼロがあっけらかんと答えた。

「そそそそそんな事、はい分かりました、なんて言える訳ないでしょおおおお！！」

流石に怒って言い放つ人形

「ふ、ならばそのままこの牢に残るか？」

「その状態のままでは、碌に身動きも取れぬだろう」

「いずれまた何者かに攫われ、その時こそ殺されるだろうな…」


「そっそれは…」


ルイスはまだ縄と手枷を解いてもらってない状態なので、このゼロの言う事はもっともであった。

「くううぅ！助かったと思ったらまた災難かぁ！！」

悔しそうに言う人形。

しかし…

「…」

ﾓｼﾞﾓｼﾞ

「…ルっルイス？」

ルイス自身は別段強く拒否しようとはしなかった。

むしろ、どこか満更でもなさそうにも見えた。

「…ねえルイス？もしかして…こいつに惚れちゃったとか…？？？」

そう、ルイスは暗殺稼業を主に仕事を行っていた弊害で、恋愛等はまるで経験して来なかったのだ。

その為、いざ異性を意識するとなると、まるでそれに対する耐性がなかったのだ。

それが、このように劇的に助けられ、その上顔立ち体躯も良しとなれば

…惚れるのはもはやおかしなことではなかったのかもしれない。

「…んあー！もう、分かったよ！！！どうせ一度死んだようなもんだし、その要求呑むよ！！」

人形も遂に諦めたのか、ゼロの要求を呑む事にしたようだ。

「ふふふ…！その言葉を待っていたぞ！」

すると

ﾌｫﾝ！

ゼロの体が一瞬だけ黄金に光ったように見えた。

「…？」

「えっ…今の光、何？」

驚く2人

「お前たちが私の物になった事で」

「私の力が増幅されたと言う事だ」

「お前たちのような強き女を従えた時に、我が力は一層の力を増すのだ…」

ゼロの強さの源は、このように強く、美しい女性を従える事で手に入る支配の力そのものなのである。

こうして、ゼロの力はより一層強大となったのである…



◇



もはやアジトに用無しと、ゼロはアジトを後にした。

その隣で、ルイス達も完全に解放され、同じくアジトを後にした。

「…」

「…んで？私達はあんたに犬みたいに従わなきゃいけないのかな」

ルイス達はゼロに恐る恐るこう言う

すると、ルイス達2人にとって、予想外の答えが返って来た。

「…いや、その必要はない」

ゼロがこう言ったからである。

「へぇ…それは何でなのさ」

人形が更に疑問を投げかける。

ゼロは答えた。

「私の力の源は支配の力である」

「しかし、だからと言ってお前たちの人生そのものを縛る事を私は望んでいない」

「それに、あるがままのお前たちで居続ける事こそが、私にとっても良い影響を及ぼす」

「今現在の状態からより心身共に成長し、前を向いて人生をお前たちが歩む事で」

「…その人生を物にした私の力も、より増幅して行くというものだからな」

ゼロはこう言い切って見せたのである。

「なるほど…んじゃあ、私達はもういつも通りにしていいって事かな」

人形は言った。

「構わぬ、むしろ私はそれを望む」

ゼロも言った。

「あっそ、なら私達はもう帰るから、疲れちゃったし」

「…」

「…ルイス？」

その隣で、ルイスが何か言いたそうにしていた。

「………ｱ」

「…？」

ゼロが疑問符を浮かべる

すると…？



「　ｱ　ﾘ　ｶﾞ　ﾄ　ｳ　」



「！？」

ルイスが口を開いて、片言ながらに「ありがとう」と言ったのである。

それにびっくりする人形がそこに居た。

「…ルイス！？そっそれ…！！」

「…♪」

こう言った後に、ルイスは上機嫌で元居た拠点に颯爽と帰って行った。

「ルっルイス！待って、待ってよーー！！」

人形も慌ててルイスの後を追うように戻って行った。

…

「…ふっ奴の情報こそ得られなかったが」

「今回は大きな収穫となったな、久しぶりに気持ちよく寝れそうだ」

ルイスの成長を確かめたゼロもまた、上機嫌で帰って行ったのであった…


Fin
